
様式第10

１　目標の達成状況

（ごみ処理）

1.8t 1.5t (-16.7%) 1.6t (-11.1%) 106.7%

15,566t 13,585t (-12.7%) 13,860t (-11.0%) 102.0%

合　計 事業系生活総排出量合計

1,902t (9.2%) 2,788t (15.4%) 1,840t (10.2%) 16.0%

2,389t (11.5%) 3,179t (17.5%) 2,253t (12.5%) 16.1%

※目標未達成の指標のみを記載。

（生活排水処理）

65.6%

84.5%

-16.2%

8.3%

30.6%

66.7%

未処理人口 81.0%

※目標未達成の指標のみを記載。

排出量

再生利用量

エネルギー回収量 エネルギー回収量（年間の発電電力量）

最終処分量 埋立最終処分量

総資源化量

直接資源化量

1人当たりの排出量

事業系 総排出量

１事業所当たりの排出量

生活系 総排出量

指　　　標 現　状
（平成25年度）

目　標
（令和４年度）　A

実　績
（令和４年度）　B

実績/目標

汚水衛生未処理人口 38,608人 22,894人 25,876人

循環型社会形成推進地域計画改善報告書

合併処理浄化槽等 汚水衛生処理人口 9,297人 11,752人 10,049人

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 (14.8%) (20.5%) (18.6%)

集落排水施設等 汚水衛生処理人口 4,176人 6,528人 3,796人

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 (6.6%) (11.4%) (7.0%)

公共下水道 汚水衛生処理人口 10,804人 16,170人 14,322人

汚水衛生処理率又は汚水処理人口普及率 (17.2%) (28.2%) (26.5%)

総人口

指　　　標 現　状
（平成26年度）

目　標
（令和４年度）　A

実　績
（令和４年度）　B

地域名 構成市町村等名 計画期間 事業実施期間

久慈広域連合
久慈広域連合

（久慈市、洋野町、野田村、普代村）
平成27年４月１日～令和４年３月31日 平成27年４月１日～令和４年３月31日

実績/目標



２　目標が達成できなかった要因

（ごみ処理）

【排出量】

・事業系１事業所当たりの排出量は、事業系総排出量の目標は達成していることから、事業所数の減少が要因と考えられる。

・生活系総排出量は、目標にわずかに達していないが、これは新型コロナウイルス感染症に起因する不要不急の外出自粛、学校の休校等もあり、

在宅時間が増えたことが生活系ごみが削減されなかった主な要因と考えられる。

【再生利用量】

・資源化量が目標を達成できなかったのは、ペーパーレス化などライフスタイルの変化により、紙類が想定よりも大幅に減少したことが主な要因と考えられる。

（生活排水処理）

・人口減少に加え、新型コロナウイルス感染症の影響による経済活動の停滞から、費用負担が妨げとなっているのではないかと考えられる。

３　目標達成に向けた方策

目標達成年度　令和８年度まで

（ごみ処理）

・新たに策定した久慈広域連合地域循環型社会形成推進地域計画（第３期）及び一般廃棄物処理基本計画（令和３年３月）に基づき、今後も

積極的な取り組み及び更なるごみ減量化や資源化の周知徹底を図る。

（生活排水処理）

・今後も公共下水道や合併処理浄化槽への切り替えに関する住民周知を行い、普及率向上を図る。



（都道府県知事の所見）

　新たに策定された循環型社会形成推進地域計画及び一般廃棄物処理基本計画に基づき、ごみの排出量削減に向けて、引き続きごみ有料化の検討を進めるとともに、排出
抑制や再生利用等に対する住民の意識改革により一層努められたい。。
　県においても、課題解決に向け、必要に応じて助言する等して支援していくこととしたい。


